
 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 日 

2 3 4 5 6 7 1/8 

誕生会 秩父夜祭   前日準備 おたのしみ会  

 休園   ※預かりなし   

9 10 11 12 13 14 15 

振替休業日  英語であそぼう  クリスマス会   

  （中・長）     

16 17 18 19 20 21 22 

  英語であそぼう  ※短縮保育   

  （中・長）     

23 24 25 26 27 28 29 

給食本日 

まで 

※短縮保育 

 

2学期終業式 

※半日保育 

冬季休業 冬季休業 
冬季休業 

官庁仕事納め 

  

 ※預かり保育なし 預かり保育 預かり保育 日直不在日   

30 31      

冬季休業 冬季休業      

       

№１１ 

令和６年１１月２２日 

皆野町立皆野幼稚園 

  http://www.town.minano.saitama.jp/kinder/  

園だより 

年少  第４期（１２・１・２・３月） 

・安定感をもって友達と遊び、いろいろなことに興味をもつ。 

・基本的生活習慣が身につき、自信をもってのびのびと生活や遊びをする。 

・進級することに期待をもつ。 

保育目標 
「こんな姿に育ってほしい」「こんな経験をできるように」という“願

い”“目標”や“計画”を大切に、子供たちの保育をしています。 

４歳になります 

     １ 名 

５歳になります 

    ２ 名 

年中組は、第 8期 

（１１・１２月）継続 

年長組は、第１３期

（１１・１２月）継続 

１２月の行事予定 

四季の美しさから、二季（夏・冬）になってしまうのではと心配されるほどの短い秋でしたが、紅葉した葉を手

に朝の挨拶に来る子や、淡い赤紫の小菊を握りしめてくる子など、子供たちなりに小さな秋を感じ取っていたよ

うです。さて、昨年の園だより１２月号に「サンタさん、おねがい！」を載せましたが、今年はその続編です。ぜ

ひ、お子さんに読み聞かせてあげてください。 

「畑に行ってきま～す」 

 一年生になったノンちゃんは、今朝も誰もいない部屋に向かってあいさつしてから出かけます。そして、今年の野

菜づくりのお供はお父さんです。畑仕事があまり得意ではないお父さんは、耕作から畝のつくりかたなど、ノンちゃ

んからの指示に従います。「お父さん、土をよく掘り起こすと、ミミズさんが喜ぶんだって。」「種は、２～３粒ずつ

蒔くんだよ。」などと、おじいちゃんから教わった通り、まるで先生気分です。おかげで今年もきゅうりやトマト、

ナスといった野菜を収穫することができました。「味はちょっとおちるわね」とノンちゃんは不満げですが、お父さ

んは今までとは違うノンちゃんとのふれあいに満足しているようでした。 

 そんなノンちゃんの学校の教室から、今年も「ジングルベル」の歌声が聞こえてくる季節となりました。「ねえ、

ノンちゃん。もうすぐクリスマスだね。サンタさんに、何お願いする？」お友達のルミちゃんから話しかけられたノ

ンちゃんは、「あのね、去年お願いしようと思っていた、かわいい手袋がほしいんだ。」と答えました。そうです、急

遽、おじいちゃんのお薬をお願いして、我慢したプレゼントです。 

 家に帰ったノンちゃんは、早速サンタさんと手袋の絵を描き始めました。ほしくてほしく、たまらなかった一年越

しのプレゼントです。気持ちはルンルンですが、色塗りはいつもよりていねいに仕上げています。描き終わると、始

まりました。あのなが～い、なが～い呪文のようなお願いごとです。「サンタさん、ノンちゃんが大好きな黄色と緑

色の模様で、かわいいリボンがついた、ふわふわであったかくて、ほっぺにあてると何とも気持ちいい、あの手袋の

プレゼント、おねがい。」台所で知らん顔して聞いていたお母さんは、「また始まった」とニヤニヤしていますが、心

の中では今年こそノンちゃんの願いが叶うことを祈っています。 

 
そして、寒い寒い外国から日本へ、サンタさんが出発したという話がノンちゃんの耳に届きました。 

「やれやれ、ピカチュウのぬいぐるみに、おもちゃのパトカー、チェックのマフラーとおしゃべりロボット。おっ

と、忘れちゃいけない、ノンちゃんのお気に入り手袋と・・・。これで、忘れ物はないな。よ～し、それじゃ出発す

るかな。」みんなへのプレゼントを積み込んだサンタさん、いよいよソリに乗り込みました。「さ～て、トナカイ君、

よろしく頼むよ。」 

外は一面の銀世界です。たくさんの星たちも、出発式をお祝いするかのようにキラキラ瞬いています。 

「ＯＫ！こっちも準備万端だよ。この日のために、しっかりと走りこんで、体力づくりをしてきたから、任せとい

て。」と、勢いよくソリを引き始めました。グングンとスピードを上げ、日本を目指します。そんなトナカイ君です

が、胸の内には、実はこんな思いも秘めています。 

（サンタさんを乗せてプレゼントを運ぶのはいいけど、子供たちが喜ぶ姿を見たり、すやすや眠る寝顔の枕元にそっとプレゼ

ントを置いたりするのは、いつもサンタさん。ぼくだって、子供たちのために、寒い中、鼻を真っ赤にして、重いソリを引いて一

生懸命走って頑張っているのになあ・・・） 

「ノンちゃん、いつまで寝てるの。早く起きないと、学校遅れるわよ。」 「はっ、えっ、なあ～んだ。」 

楽しみで楽しみで、ついに夢にまで見たノンちゃんでしたが、ついにクリスマスイブの日。終業式にもらった通信票

には目もくれず、お部屋にこもって覚えたての字で、サンタさんへの手紙を書いています。そして夜、サンタさんに

会いたくて必死で目を開けていたノンちゃんでしたが、ついに力尽き、深い深い眠りについてしまいました。その枕

元には、ノンちゃんが描いたサンタさんと手袋の絵、そして手紙とともに置かれていたものは、なんと畑で採れたサ

ツマイモ。手紙には、たどたどしい字で、こう書かれていました。 

サンタさん おねがい！ 

 まいとし、プレゼントをとどけてくれてありがとう。このサツマイモは、わたしがはたけでそだてたんだよ。トナカイさんに

あげてください。そして、つたえてください。 

「トナカイさん、つかれたでしょ。このおいもをたべて、げんきをだしてね。いつも、ありがとう。」って！ 

暗い闇に包まれたノンちゃんの家でしたが、白い粉雪が舞い始め、辺りは青白く輝いています。そして、あのト

ナカイさんの首に付けた鈴が、リンリンリン・リンリンリンといつもより大きな音で響き渡っています。枕元に置

かれた手袋の横で、ノンちゃんは眠りについたままですが、その音色は確かにノンちゃんの心に届いていました。 

 

サンタさん おねがい！（続編） 
 

６歳になります 

     １ 名 


